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・
エ
コ

　来年４月１日から放課後児童クラブの利用を希望する児童を募集します。
申込期間　11月１日（木）～22日（木）　午後１時～５時（土日・祝日を除く）
申込書配布場所　各放課後児童クラブ、子ども保育課、各総合支所保健福祉課
　　　　　　　　（雄勝総合支所を除く）
申  込  先　各放課後児童クラブ（二俣地区は河北総合支所保健福祉課）

平成31年度放課後児童クラブ利用児童募集

石巻市放課後児童クラブ一覧（石巻、河北、河南、桃生、北上、牡鹿地区）
＜石巻地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号

向陽小
向陽地区第一放課後児童クラブ 向陽小学校敷地内専用教室 70人 95-1270
向陽地区第二放課後児童クラブ かもめ学園敷地内専用教室 70人 96-6540
向陽地区第三放課後児童クラブ 向陽小学校内 40人 95-0260

渡波小
渡波地区第一放課後児童クラブ 渡波小学校敷地内専用教室

（H31.4専用教室新設予定）
50人

97-2416
渡波地区第二放課後児童クラブ 50人

石巻小
石巻地区第一放課後児童クラブ

旧中央児童館内
50人 23-3298

石巻地区第二放課後児童クラブ 40人 23-7406

中里小
中里地区第一放課後児童クラブ

中里小学校敷地内専用教室
70人 23-3341

中里地区第二放課後児童クラブ 50人 23-1303

鹿妻小
鹿妻地区第一放課後児童クラブ

鹿妻小学校敷地内専用教室
50人 93-9714

鹿妻地区第二放課後児童クラブ 50人 96-7880
鹿妻地区第三放課後児童クラブ 50人 93-3112

大街道小 大街道地区放課後児童クラブ 大街道小学校内 70人 94-0285

釜小
釜地区第一放課後児童クラブ 釜小学校隣地専用教室 70人 94-8533
釜地区第二放課後児童クラブ 釜小学校敷地内専用教室 50人 23-0465

蛇田小

蛇田地区第一放課後児童クラブ
蛇田小学校敷地内専用教室

70人 23-8253
蛇田地区第二放課後児童クラブ 50人 22-8575
蛇田地区第三放課後児童クラブ

蛇田小学校敷地外専用教室
50人 22-6835

蛇田地区第四放課後児童クラブ 50人 22-6845

開北小
開北地区第一放課後児童クラブ 開北小学校敷地内専用教室 55人 23-3433
開北地区第二放課後児童クラブ 開北小学校内 40人 23-3558

山下小
山下地区第一放課後児童クラブ

山下小学校内
40人

93-7241
山下地区第二放課後児童クラブ 40人

住吉小
住吉地区第一放課後児童クラブ

住吉小学校内
40人

23-1623
住吉地区第二放課後児童クラブ 40人

貞山小 貞山地区放課後児童クラブ 貞山小学校敷地内専用教室 50人 95-2606

万石浦小
万石浦地区第一放課後児童クラブ 万石浦小学校敷地内専用教室 70人 97-5078
万石浦地区第二放課後児童クラブ 万石浦小学校内 40人 24-2474
万石浦地区第三放課後児童クラブ 万石浦小学校敷地内専用教室 50人 25-3825

湊小 湊地区放課後児童クラブ 湊こども園内 70人 94-5018

稲井小
稲井地区第一放課後児童クラブ 稲井幼稚園内 40人 91-2152
稲井地区第二放課後児童クラブ 稲井小学校隣地

仮設クラブ室
40人 91-2855

稲井地区第三放課後児童クラブ 40人 91-2110

＜河北地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号
飯野川小 飯野川地区放課後児童クラブ 飯野川小学校内 50人 62-3202
大谷地小 大谷地地区放課後児童クラブ 大谷地小学校内 40人 62-2388

二俣小 二俣地区放課後児童クラブ 二俣小学校敷地内専用教室
（Ｈ31.4開設予定） 50人 62-2116

（河北総合支所）

＜河南地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号

広渕小 広渕地区放課後児童クラブ 広渕小学校敷地内専用教室
（Ｈ31.4専用教室新設予定） 50人 73-3601

須江小
須江地区第一放課後児童クラブ

須江小学校敷地内専用教室
50人 73-2553

須江地区第二放課後児童クラブ 50人 73-2675
北村小 北村地区放課後児童クラブ 北村農村交流センター内 40人 73-2033
前谷地小 前谷地地区放課後児童クラブ 前谷地小学校敷地内専用教室 50人 72-2016
和渕小 和渕地区放課後児童クラブ 和渕小学校内 10人 72-3346

鹿又小
鹿又地区第一放課後児童クラブ

鹿又小学校敷地内専用教室
30人 74-2255

鹿又地区第二放課後児童クラブ 50人 75-3237

＜桃生地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号

中津山第一小 桃生地区第一放課後児童クラブ せんだんの杜ものうなかつやま
敷地内専用教室 40人 76-1887

中津山第二小
桃生小 桃生地区第二放課後児童クラブ 桃生保健センター内 50人 080-

4426-6307

＜北上地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号
北上小 北上地区放課後児童クラブ 北上保健医療センター内 30人 67-2901

＜牡鹿地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号
牡鹿地区の
小学校 牡鹿地区放課後児童クラブ 牡鹿保健福祉センター内 40人 45-2611

　　　□問 　子ども保育課（内線2523）
河北総合支所保健福祉課　☎62-2116（内線152）
河南総合支所保健福祉課　☎72-2113（内線263）
桃生総合支所保健福祉課　☎76-2111（内線251）
北上総合支所保健福祉課　☎67-2113（内線112）
牡鹿総合支所保健福祉課　☎45-2113（内線605）
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９

年
度
に
同
様
の
契
約
を
締
結

し
、こ
の
補
助
を
ま
だ
受
け

て
い
な
い
方



・

定
置
用
蓄
電
池
お
よ
び
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
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４
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受
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。
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付
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□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
環
境
課（
内
線
３
３
６
８
）

　

公
園
は
み
ん
な
の
空
間
で

す
。ほ
か
の
公
園
利
用
者
や
近

隣
住
民
が
迷
惑
と
感
じ
る
よ
う

な
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、公
園
内
に
持
ち
込
ん

だ
ゴ
ミ
や
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

□問　
都
市
計
画
課

　
（
内
線
５
６
１
８
）

　
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話

や
情
報
交
換
、相
談
な
ど
が
で

き
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ

 

・ 「
金
曜
や
す
ら
ぎ
ホ
ッ
ト
カ

フ
ェ
」

第
３
金
曜
日　
午
後
１
時
30

分み
や
ぎ
生
協
大
橋
店
２
階

 

・ 「
コ
ー
プ
de
め
ぐ
み
の
カ

フ
ェ
」

第
４
火
曜
日　
午
後
１
時
30

分み
や
ぎ
生
協
蛇
田
店
２
階

 

・ 「
な
ぎ
さ
カ
フ
ェ
」

第
２
月
曜
日　
午
後
２
時

み
や
ぎ
生
協
渡
波
店
２
階

対
象　
介
護
者
や
地
域
の
方
、

関
係
者
な
ど

料
金　
１
０
０
円

□問 　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

　
講
義
と
盲
導
犬
や
白
杖
に
よ

る
実
技
体
験

と
き　
11
月
18
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象　
目
の
不
自
由
な
方
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
方

　
※
要
電
話
予
約

申
込
期
限　
11
月
15
日（
木
）

□申・□問　
「
一
歩
を
楽
し
む
石
巻
」　

若
山

☎
０
９
０－

９
５
３
２－

６
０
５
３

□問　
市
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
８
４
）

　
安
全
な
白
杖
歩
行
に
つ
い
て

学
べ
ま
す
。

テ
ー
マ　
白
杖
と
安
全
歩
行

　
（
お
話
と
実
技
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
イ
サ

ポ
ー
ト
仙
台　
善
積 

有
子

と
き　
11
月
19
日（
月
）

　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー

対
象　
盲
ろ
う
者（
視
覚
と
聴

覚
の
両
方
に
障
害
が
あ
る

方
）、そ
の
家
族
、関
係
者

申
込
方
法　
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ

メ
ー
ル

申
込
期
限　
11
月
９
日（
金
）

□申・
□問　

県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
み
み
サ
ポ
み
や

ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

FAX
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

info@
m

im
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□問　
市
障
害
福
祉
課　

　
（
内
線
２
４
８
４
）

と
き　
11
月
14
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
４
階
庁
議
室

内
容

 

・ 

消
費
講
話　
「
お
金
を
大
事

に
～
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

～
」悪
徳
商
法
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
の
防
止
、被
害
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
処
方

法
を
知
ろ
う
。

 

・ 

交
流
サ
ロ
ン　
日
常
生
活
用

具
の
紹
介
や
体
験
、「
聞
こ

え
」に
関
す
る
暮
ら
し
の
個

別
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
い
ず
れ
も
手
話
通
訳
と
要
約

筆
記（
文
字
通
訳
）が
付
き
ま

す
。

対
象　
聴
覚
障
害
者
と
そ
の
家

族・関
係
者
な
ど

□問 　
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者
情
報
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ン

タ
ー
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み
み
サ
ポ
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や
ぎ
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０
２
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３
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５
０
１
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０
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５
０
２
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線
２
４
８
４
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
２－

６
６
１
０

受
付
期
限　
平
成
31
年
３
月
29

日（
金
）（
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
）

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
市
内
に
事
業
所

な
ど
を
置
く
法
人
で
、平
成

30
年
４
月
１
日
以
降
に
市
販

さ
れ
て
い
る
80
㍑
以
上
の
雨

水
利
用
タ
ン
ク（
雨
水
貯
留

槽
）を
設
置
し
た
方
、ま
た
は

平
成
29
年
度
中
に
同
様
の
設

置
を
完
了
し
、こ
の
補
助
を

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
。

交
付
額　
雨
水
タ
ン
ク
の
購
入

（
設
置
費
用
含
む
）費
用
の
２

分
の
１（
上
限
は
３
万
円
）

申
請
方
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申
請
書
に
必
要
書
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を
添
え
て
持
参
す
る
か
郵

送（
必
ず
書
留
な
ど
配
達
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録
が
残
る
方
法
）し
て
く
だ

さ
い
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請
書
は
、環
境
課
、

各
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合
支
所
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民
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課
お

よ
び
各
支
所
に
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付
し
て

い
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す
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ー
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ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
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き
ま
す
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□申・□問　
〒
９
８
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８
５
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１

　
（
住
所
不
要
）

　
環
境
課（
内
線
３
３
６
８
）

受
付
期
間　
平
成
31
年
３
月
29

日（
金
）（
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
）

対
象



・

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

に
電
力
会
社
と
太
陽
光
受
給

契
約（
系
統
連
系
電
圧
は
低

認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す

盲
ろ
う
者
向
け

生
活
訓
練

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
の

ご
案
内

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の

歩
行
体
験
講
習
会

雨
水
利
用
タ
ン
ク

設
置
補
助
金
を
交
付

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
を
交
付

公
園
は
マ
ナ
ー
守
っ
て

キ
レ
イ
に
使
お
う
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平成30年　秋の火災予防運動 住宅用火災警報器の点検をしていますか？
　11月９日（金）～15日（木）の１週間、全国一斉に「秋の火災予防運動」が実施されま
す。火気の取り扱いに十分注意し、日頃から火の用心を心がけましょう。

◇住宅防火　いのちを守る７つのポイント
―３つの習慣・４つの対策―

　住宅用火災警報器が、全ての住宅に設置義務化となってか
ら10年が経過しました。総務省消防庁の統計によると、石巻
地区の設置率は93％と高く、防火意識がとても高いです。こ
の高い設置率を、火災の早期発見に活かすためにも、定期点検
の実施をお願いします。

□問　石巻広域消防本部予防課　☎95-7167

３つの習慣

４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
□問　石巻広域消防本部予防課　☎ 95-7167

○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

秋の火災予防運動

と
き　
11
月
15
日（
木
）・
16
日

（
金
）

 

・ 

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明

会　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分（
受
付
開
始
午
前
10
時
）

 

・ 

年
末
調
整
説
明
会

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
開
始
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

※
年
末
調
整
に
関
す
る
動
画
を

配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.nta.go.jp/publication/

w
ebtaxtv/index.htm

l

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

□問　
石
巻
税
務
署　
法
人
課
税

第
一
部
門　
源
泉
担
当

　
☎
２
２－

４
１
５
１

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
車
の
購

入
や
財
産
の
移
動
な
ど
の
際
に

使
用
す
る
大
変
重
要
な
証
明
書

で
す
。そ
の
た
め
、印
鑑
の
ふ
ち

が
欠
け
て
い
た
り
、す
り
減
っ

て
い
た
り
す
る
も
の
や
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
印
鑑
は
印
鑑
登

録
を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
登
録
し
た
あ
と
で
、印
影

（
ハ
ン
コ
の
形
）が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
、印
鑑
を
登
録
し
て
も

証
明
書
と
し
て
使
え
な
い
場
合

が
あ
る
た
め
で
す
。ま
た
、大
量

生
産
さ
れ
て
い
る
既
製
印
鑑
に

つ
い
て
も
、印
影
を
他
の
も
の

と
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、同
様
に
お
断
り
し
て
い

ま
す
。大
切
な
財
産
を
守
る
こ

と
に
も
な
る
の
で
、ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
印
鑑
登
録
を
申
請
す
る
と
き

は
、窓
口
で
本
人
を
確
認
す
る

書
類
が
必
要
で
す
。運
転
免
許

証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
官
公
署
発

行
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書
な

ど
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。な
お
、代
理
の
方
は
、代
理

人
選
任
届
が
必
要
と
な
り
、即

日
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□問　
市
民
課（
内
線
２
３
１
９
）

　
地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
、耐
震

対
策
事
業
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

対
象
事
業

 

・ 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事

業

 

・ 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助

成
事
業

 

・ 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事

業
申
込
期
限　
12
月
７
日（
金
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□申・□問　
建
築
指
導
課

（
内
線
５
６
７
５
）

　
上
釜
南
部・下
釜
南
部・湊
西

地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
で
造
成
が
完
了
し

た
用
地
か
ら
分
譲
を
開
始
し
ま

す
。

と
き　
11
月
１
日（
木
）～
30
日

（
金
）

申
込
方
法　
申
込
書
と
必
要
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
、申
込
書
な
ど
に

つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
産
業
推
進
課

　
（
内
線
３
５
４
５
）

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
労
働
保
険（
労
災
保

険・雇
用
保
険
）に
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、速
や
か
に

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□問　
石
巻
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
２
２－

３
３
６
５

　
石
巻
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
９
５－

０
１
５
８

内
容

 

・ 

効
力
発
生
日　
10
月
１
日

 

・ 

時
間
額　
７
９
８
円

対
象　
県
内
の
事
業
場
で
働
く

全
て
の
労
働
者（
臨
時
、パ
ー

ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

※
次
の
賃
金
は
、最
低
賃
金
の

計
算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

 

・ 

精
皆
勤
手
当・通
勤
手
当・家

族
手
当・賞
与
な
ど 

 

・ 

時
間
外・休
日・深
夜
手
当

□問　
宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２－

２
９
９－

８
８
４
１

　
石
巻
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
２
２－

３
３
６
５

～
年
末
調
整・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付

し
た
全
額
が
所
得
税・
市
町
村

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年
の
１
月

１
日
～
12
月
31
日
に
納
付
し
た

保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
本
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日

に
納
付
し
た
方
は
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、年
の
途
中
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、

10
月
１
日
～
12
月
31
日
に
初
め

て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
は
、

翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

□問　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
２
２－

５
１
１
５

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０－

０
０
３－

０
０
４

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
「
い
た
ず
ら・
間
違
い
な
ど
」

の
受
付
回
数
は
２
８
９
件
で
全

体
の
3.3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
は
、皆
さ
ん

の「
生
命・
財
産
」を
守
る
た
め

の
大
切
な
電
話
で
す
。必
要
と

す
る
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、目
の
前
で
起
き
た
事

故
な
ど
で
通
報
す
る
場
合
、気

が
動
転
し
興
奮
し
た
状
態
に

な
り
が
ち
で
す
。１
分
１
秒
を

争
う
場
合
で
も
落
ち
着
い
て

１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う
正

し
い
通
報
要
領
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

□問　
石
巻
消
防
署
警
防
係

　
☎
９
５－

７
１
１
２

　
11
月
15
日（
木
）～
平
成
31
年

３
月
15
日（
金
）は
狩
猟
期
間
で

す
。

　
狩
猟
者
が
期
間
中
に
狩
猟
を

行
い
ま
す
の
で
、き
の
こ
採
り

や
森
林
作
業
な
ど
で
山
に
立
ち

入
る
場
合
は
、目
立
つ
色
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
や
帽
子
な
ど
を
着
用

し
、十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□問　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
室

　
（
内
線
３
５
５
７
）

　

一
部
改
修
工
事
の
た
め
、施

設
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

と
き　
11
月
１
日（
木
）～
平
成

31
年
１
月
31
日（
木
）※
予
定

□問　
体
育
振
興
課

　
☎
２
５－

６
４
７
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
５－

６
４
７
３

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
に
対
し
て
、12
月
に
１
年
間

の
納
付
内
容「
口
座
振
替
納
付

済
証
明
書
」を
郵
送
し
て
き
ま

し
た
が
、経
費
削
減
と
省
資
源

化
推
進
の
た
め
、平
成
29
年
分

か
ら
郵
送
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
の
納
付
内
容
は

通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。な
お
、希
望
す
る
方

は
、市
税
を
含
め
個
別
に
発
行

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。12
月

10
日
頃
に
順
次
発
送
を
行
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
納
税
課

　
（
内
線
３
１
３
５
）

　
11
月
12
日（
月
）～
25
日（
日
）

は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」期
間
で
す
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、性
犯
罪
、売
買
春
、セ

ク
シ
ャ
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
す
。暴
力
は

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
の
意
識
を
持
ち
、根
絶
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
25
日
は「
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

□問　
地
域
協
働
課

　
（
内
線
４
２
３
４
）

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

山
下
屋
内
運
動
場
の

利
用
休
止

口
座
振
替
納
付
内
容
は

通
帳
で
確
認
を

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

軽
減
税
率
と

年
末
調
整
の
説
明
会

印
鑑
登
録
で
は
登
録
す
る

印
鑑
を
確
認
し
て
い
ま
す

建
築
物
等
耐
震
対
策

助
成
事
業
受
付
終
了
間
近

上
釜
南
部・下
釜
南
部・

湊
西
地
区
産
業
用
地
の

立
地
事
業
者
を
募
集

社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

11
月
９
日
は

１
１
９
番
の
日
で
す
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校� （敷地） 0.06～0.09 9/4～9/26

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園� （敷地） 0.04～0.08 9/3～9/26

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.0５～0.09 9/3～9/26

牡鹿地区集落 0.05～0.13 9/4～9/18

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
佳

　
　作

応
職員
縁
全国からの全国からの

復興特区による税制優遇制度

復
興
特
区
の
種
類

特区の名称（認定日） 対象区域 対象業種

石巻まちなか再生特区
（平成24年3月23日）

中央、中瀬、立町、千石町、鋳銭
場、穀町、日和が丘一丁目の一
部、住吉町一丁目の一部

医療業、商業、宿泊業、飲食業、
ICT関連産業、新エネルギー関連
産業など

愛ランド特区
（平成24年7月27日）
※平成24年9月28日変更

田代、渡波、荻浜、雄勝、北上、牡
鹿の各地区の一部

商業、宿泊業、飲食業、新エネル
ギー関連産業など

ものづくり特区
（平成24年2月9日）
※平成26年2月28日、
　平成27年4月27日変更

用途地域における「工業専用地
域」、「工業地域」、「準工業地域」
のうち既存居住地域を除く地域
などの一部

自動車や高度電子機械、食料品な
どの製造関連産業

IT特区
（平成24年6月12日）

中央、門脇町、羽黒町、山下・大街
道、湊、中里、開成、蛇田の各地区
の一部

情報サービス関連産業

農業特区
（平成24年9月28日）

渡波、稲井、蛇田、河北、河南、北
上、牡鹿の各地区の一部

農業に関連する食料品製造業、宿
泊業、飲食業など

税
制
特
例
の
内
容

①新規立地法人優遇税制………………………新設の法人が指定後5年間法人税の課税を繰り延べ
②新規取得設備の特別償却または税額控除…新規取得などした建物・機械などについて、特別償却

または税額控除
③被災雇用者給与の特別控除…………………被災雇用者などに対する給与等支給額の10％を、税

額の20％を限度に5年間税額控除
④研究開発設備の特別償却と税額控除………開発・研究を目的とする新規取得資産について、特別

償却と併せて税額控除
⑤地方税の特例…………………………………①、②、④の特例を受けた場合、固定資産税などの減

免を最大５年間受けられます。
※①～③は、各年度でいずれか一つの選択適用となります。④は併用することができます。

　復興特区による税制優遇制度の相談、申請を受け付けています。
　対象となる法人・個人事業者の方は、法人税や所得税、地方税減免などの特例を受けることが
できます。
※特例を受けるためには、市または県からの指定および事業実施状況の認定が必要です。
　特区の認定日以降で前年度以前に取得した対象資産は、指定後に確定した分の地方税のみ免除
を受けられます。

□申� ・□問�　商工課（内線 3524）

を
免
除
し
て
い
ま
す
。

対
象　
給
水
区
域
内（
石
巻
市・

東
松
島
市
内
）に
お
い
て
、震

災
に
よ
り
住
居
な
ど
が
被
災

し
た
方
で
、移
転
再
建
す
る

際
に
、新
た
な
給
水
装
置
を

設
置
す
る
と
同
時
に
被
災
し

た
場
所
の
給
水
装
置
の
廃
止

手
続
き
を
す
る
方

※
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
、す
で
に
加
入
手
続
済
み

の
物
件
を
購
入
の
場
合
は
、

免
除
の
対
象
外
で
す
。

免
除
期
限

　
平
成
33
年
３
月
31
日

□問�　
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業

団
給
水
課

　
☎
９
５－

６
７
０
７

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

方
を
雇
用
す
る
事
業
主
を
対
象

に「
石
巻
市
事
業
復
興
型
雇
用

創
出
助
成
金
」を
支
給
し
、雇
入

れ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
金
額　
労
働
者
１
人
当
た

り
最
大
１
２
０
万
円

※
詳
し
い
要
件
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申�・
□問�　

石
巻
市
事
業
復
興
型

雇
用
創
出
助
成
金
事
務
セ
ン

タ
ー

　
☎
２
１－

６
２
２
６

□問�　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
３
）

　
人
的
被
害（
死
亡・行
方
不
明

者
、災
害
障
害
見
舞
金
支
給
対

象
者
）お
よ
び
住
居
に
大
規
模

半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方

に
対
し
て
、義
援
金
を
配
分
し

ま
し
た
の
で
通
帳
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

支
給
金
額

○
人
的
被
害

 

・ 

死
亡・行
方
不
明
者

　
５
、５
０
０
円

 

・ 

災
害
障
害
見
舞
金
支
給
対
象

者　
５
、５
０
０
円

○
津
波
浸
水
区
域
内
に
お
け
る

住
家
被
害

 

・ 

全
壊　
７
、４
０
０
円

 

・ 

大
規
模
半
壊　
４
、４
０
０
円

○
津
波
浸
水
区
域
外
に
お
け
る

住
家
被
害

 

・ 

全
壊　
５
、４
０
０
円

 

・ 

大
規
模
半
壊　
３
、４
０
０
円

※
義
援
金
の
振
り
込
み
が
確
認

で
き
な
い
方
や
、世
帯
主
や

受
取
口
座
の
変
更
が
あ
る
方

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問� 　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
４
）

　

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
か
ら

引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は
、仮

設
住
宅
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

９
２－

５
９
０
１
）に
連
絡
し
、

退
去
立
ち
会
い（
物
品
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
）を
受
け
、返
還
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
再
建
済
み
の
方
や
復
興

公
営
住
宅
そ
の
他
の
賃
貸
住
宅

な
ど
へ
転
居
し
た
方
が
、仮
設

住
宅
返
還
届
を
提
出
せ
ず
に
不

正
に
利
用
し
続
け
る
こ
と
は
入

居
契
約
違
反
と
な
り
、仮
設
住

宅
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、雄
勝
、北
上
、牡
鹿
地

区
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
に
つ

い
て
は
、各
総
合
支
所
保
健
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

□申�・□問�　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
６
６
）

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
）

を
し
た
、ま
た
は
予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象

 

・ 

住
宅
再
建
事
業
補
助
金

 

・ 

危
険
住
宅
移
転
事
業
補
助
金

 

・ 

浸
水
区
域
被
災
住
宅
小
規
模

補
修
補
助
金（
要
事
前
相
談

※
半
壊
を
除
く
）

□申�・□問�　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
７
）

　
加
算
支
援
金
の
申
請
を
一
度

も
し
て
い
な
い
世
帯
の
方
は
、早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限　
平
成
31
年
４
月
10

日
支
給
対
象　
り
災
証
明
書
が
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
宅
再
建

（
建
設・
購
入
、補
修
、賃
借
）

の
契
約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申�・□問�　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
５
５
）

　
震
災
で
住
居
な
ど
を
移
転
再

建
す
る
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、特
例
措
置
と
し
て
加
入
金

須江小学校５年 今
こん

野
の

　千
ち

弥
ひろ

石巻市で被災されたとする死者数および行方不明者数　　※平成30年９月末現在

直接死 3,279人　関連死 275人　行方不明者 421人
※直接死とは　津波や家屋倒壊等が原因で亡くなった方
※関連死とは　直接死以外でこの震災が原因で亡くなり、災害弔慰金支給審査会

等で認定された方

11
月
９
日（
金
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
い

て
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ
た

結
果
、
測
定
地
点
の
全
て
で
、

健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
退
去

時
は
返
還
手
続
き
を

住
宅
再
建
に
係
る

補
助
金
の
相
談

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

震
災
移
転
再
建
時
に
水
道

加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問�　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
６
）

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

９
月
の
測
定
結
果

道
路
が
復
興
の
仕
上
げ

　

今
年
１
月
か
ら
、
被
災
し
た
道

路
の
整
備
、
橋
の
架
け
替
え
な
ど

の
復
旧
、
復
興
事
業
を
し
て
い
ま

す
。

　

土
地
の
か
さ
上
げ
、
住
宅
な
ど

の
整
備
を
し
、
最
後
に
道
路
を
整

備
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
地

域
復
興
の
最
後
の
部
分
を
担
っ
て

お
り
、
責
任
を
感
じ
つ
つ
、
日
々

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
建
設
会
社
に
勤
務
し
、

全
国
各
地
の
地
盤
に
関
す
る
研

究
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
盤
に
適
し
た

建
物
の
設
計
、
さ
ら
に
防
災
施
設

の
設
計
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
港
湾
施
設

を
は
じ
め
多
く
の
建
造
物
が
被
災

し
、大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

静
岡
市
が
石
巻
へ
の
派
遣
職
員
を

募
集
し
て
お
り
、
お
役
に
立
て
れ

ば
と
応
募
し
ま
し
た
。

　

石
巻
弁
の
マ
ス
タ
ー
に
力
を
入

れ
な
が
ら
、
中
心
街
に
人
の
集
う

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き
ま

す
。

道路第２課

上
かみ
出
で
　  厚

あつし
 さん（61）

静岡市から派遣

ぼくたちと　うえをめざして
　さあ　いこう　みんなの未来
　　ぼくらでつなごう

災
害
義
援
金
第
10
次

配
分
を
行
い
ま
し
た
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募
集
・
案
内

募
集
・
案
内

「住まいの復興給付金」申請相談会

「災害復興住宅融資」無料相談会

と　　き ところ
11月10日（土）

午前10時～午後4時 市役所5階市民サロン前
12月14日（金）

と　　き ところ
11月10日（土）

午前10時～午後4時 市役所5階市民サロン前
12月14日（金）

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、住宅の再建・補修
をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利０％）について、相談会を行ってい
ます。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

□申 ・□問　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353　午前９時～午後５時（祝日を除く）
　　□問　市生活再建支援課（内線 3953）

□申 ・□問　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　　　☎ 0120-250-460（通話無料）　午前 9時～午後 5時（土日・祝日を除く）
　　□問　市生活再建支援課（内線 3953）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月１日の消費税率８％引
き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜100万円以上）し、その後居住する場
合に、消費税増税分相当（建築・購入の場合、最大90万円）の給付が受けられる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
　（平成33年12月31日までに引き渡された住宅が対象）
※次の場合は申請対象外です。
被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／消費税率５％で建
築・購入、あるいは補修を行っている場合

相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確認など
　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

要電話予約

「みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度」のご案内

石巻地区の写真を募集

　『みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度』は、介護職員の育成や、働き
やすい環境づくりの仕組みを整えている介護事業所が宣言し、宮城県の他介
護関係団体で組織する『宮城県介護人材確保協議会』が認証する制度です。
宣言・認証事業所は、ホームページ（https://www.miyagi-kaigojinzai.jp/）で公
表しています。 
※今年度の宣言申請は10月から開始しています。申請方法は、ホームページをご
覧ください。

　石巻の「今」を残し伝える「石巻かほく＆フォトノマキフェ
スティバル2018」の開催のため、石巻地区で撮影された、写真
作品を募集しています。
対　　象　2017年８月以降に石巻地区（石巻市・東松島市・女

川町）で撮影した未発表の写真作品
申込方法　ホームページまたは、写真裏面の左上に申込用紙

を貼って郵送にて申し込みください。
申込期限　11月30日（金）
　□申 ・ □問　〒986-0827　千石町４-42
　　　　　石巻かほく＆フォトノマキフェスティバル2018
　　　　　事務局　☎96-0321
　　　□問　市秘書広報課（内線4024）

□問　みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局　☎022-343-8538
　　　 sn.m33033ys@todock.jp
　　県長寿社会政策課　☎022-211-2556

《認証制度マーク見本》

【宣言事業所マーク】 【認証事業所マーク】

と
き　
11
月
11
日（
日
）午
前
９

時
30
分（
午
前
９
時
集
合
）

と
こ
ろ　
集
合・
解
散　

石
巻

駅
前

コ
ー
ス　
石
巻
駅
前・
零
羊
崎

神・牧
山
社
務
所・ア
ス
レ
チ

ッ
ク
広
場・石
巻
駅
前

料
金　
５
０
０
円（
保
険
料
）

□申・
□問　

石
巻
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会　
事
務
局　
渡
邊

☎
０
９
０－

７
３
２
６－

７
３
３
８

□問　
市
体
育
振
興
課

　
☎
２
５－

６
４
７
１

　
み
や
ぎ
の
情
報
は
こ
の
一
冊

で
！

内
容

 

・ 

一
冊　

５
０
０
円（
消
費
税

込
み
）

 

・ 

サ
イ
ズ（
17・５
㎝
×
8.8
㎝
）

 

・ 

見
や
す
く
使
い
や
す
い
月
間

予
定
表
と
日
記

 

・ 

最
新
の
統
計
資
料（
国・
県・

市
町
村
の
主
要
指
標
）

 

・ 

仕
事
や
生
活
に
役
立
つ
資
料

予
約
期
限　
11
月
８
日（
木
）

予
約
方
法　
直
接
ま
た
は
、電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

発
売
期
間　

11
月
22
日（
木
）

～
12
月
10
日（
月
）

※
申
込
先
で
、代
金
引
換
と
な

り
ま
す
。

□申・□問　
総
務
課

　
（
内
線
４
０
３
８
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
各
支
所

務
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

□申・□問　
㈱
テ
レ
ワ
ー
ク
１
０
０

　
０
ス
タ
ッ
フ（
担
当　
浜
野
）

ham
ano.takashi@

telew
ork

1000staff.jp

□問　
市
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
６
）

　

市
内
に
居
住
す
る
、60
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
る
事
が
で
き
ま
す
。

と
き　
11
月
21
日（
水
）・
28
日

（
水
）午
前
９
時　
（
受
付
時

間
８
時
40
分
～
50
分
）

入
会
時
に
必
要
な
も
の　
年
会

費（
３
千
円
）、印
鑑
、健
康
保

険
証
、七
十
七
銀
行
の
通
帳

□問　
（
公
社
）シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
南
中
里
三
丁
目
14

－

３
）

　
☎
９
４－

３
６
８
３

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
３
）

申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、持
参
、郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　
11
月
30
日（
金
）

　
午
後
５
時（
当
日
消
印
有
効
）

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
産
業
推
進
課

isindstr@
city.ishinom

aki.

lg.jp

　
（
内
線
３
５
４
５
）

　

石
巻
専
修
大
学
は
、平
成
28

年
度
文
部
科
学
省
私
立
大
学
研

究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
採

択
さ
れ
、新
し
い
餌
料・内
水
面

養
殖
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
最
終
年
度
の
た
め
、シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
11
月
８
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
40
分

と
こ
ろ　
石
巻
専
修
大
学
４
号

館　
４
１
０
１
教
室

□問　
石
巻
専
修
大
学
共
創
研
究

セ
ン
タ
ー

kaiho@
isenshu-u.ac.jp

　
石
巻
専
修
大
学
事
務
課

　
☎
２
２－
７
７
１
６

　
市
総
務
課（
内
線
４
０
３
７
）

　
育
児・介
護
中
の
方
、ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
希
望
の
方
で
、自
宅
に

い
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
在
宅
ワ
ー

ク
の
よ
う
に
働
き
た
い
皆
さ
ん

に
説
明
会
を
随
時
実
施
し
ま
す

（
要
Ｅ
メ
ー
ル
予
約
）。お
子
さ

ん
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き　
随
時（
土
日・祝
日
を
除

く
）

と
こ
ろ　
石
巻
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

６
Ｆ（
立
町
一
丁
目
４－

15
）

対
象　
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
を
で
き
る
方

業
務
内
容　

リ
ス
ト
作
成
業

　
平
成
31
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記

載
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、来
年
２
月
こ

ろ
か
ら
約
１
年
間
、裁
判
員
に

選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
お
伝
え
し
、心
積
も
り
を
し

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
最
高
裁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.courts.

go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問　
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

☎
０
２
２－

２
２
２－

６
１
１
５

　

地
域
資
源
を
活
か
し
、地
域

の
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

一
般
部
門　
地
域
資
源
の
発
掘

と
そ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
手

法
を
明
ら
か
に
し
た
、事
業

化
さ
れ
て
い
な
い
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン

学
生
部
門　
地
域
資
源
を
活
用

し
、時
代
を
先
取
り
し
た
、

地
域
発
展
に
つ
な
が
る
よ

う
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

〈
表
彰
お
よ
び
副
賞
〉

一
般
部
門

最
優
秀
賞　
50
万
円（
１
件
）

優
秀
賞　
　
15
万
円（
２
件
）

奨
励
賞　
　
５
万
円（
５
件
）

学
生
部
門

 

・ 

大
学
生

　
最
優
秀
賞　
30
万
円（
１
件
）

　
優
秀
賞　
　
５
万
円（
３
件
）

 

・ 

高
校
生
以
下

　
最
優
秀
賞
３
万
円
相
当
の
金

品（
１
件
）

優
秀
賞
１
万
円
相
当
の
金
品

（
２
件
）

第
４
回
石
巻
市
創
業

ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ

「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

紅
葉
の
牧
山
ウ
オ
ー
ク

（
11
キ
ロ
）

「
石
巻
が
ん
ば
っ
ち
ゃ
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
」お
仕
事
説
明
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

平
成
31
年
版  

み
や
ぎ
手
帳

予
約
受
付
中

裁
判
員
制
度
～
名
簿
記
載

通
知
を
送
付
し
ま
す
！


